
環境整備、 
未収金予防など提言 

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
、
遵
守
＝

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
す
る
必

要
事
項
を
定
め
、
日
商
協
に
早

期
制
定
を
要
望
し
て
い
る
。

②
商
品
取
引
員
責
任
準
備

金
＝
こ
の
準
備
金
積
み
立
て
が

電
子
取
引
普
及
の
制
約
と
な
っ

先
物
協
会
は
昨
年
10
月
以

降
、
市
場
振
興
戦
略
会
議
を
発

足
さ
せ
、
４
部
会
で
検
討
を
重

ね
て
き
た
。
そ
の
う
ち
電
子
取

引
普
及
部
会
は
次
の
よ
う
な
取

り
ま
と
め
を
７
月
21
日
の
理
事

会
に
報
告
し
た
。

わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
者
は
約
８
、０
０
０
万
人
、

証
券
取
引
に
係
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
取
引
口
座
数
は
７
９
０
万

（
２
０
０
５
年
９
月
末
）、
商
品

先
物
取
引
の
電
子
取
引
口
座
数

は
約
３
万（
05
年
６
月
末
）と
い

っ
た
状
況
を
ベ
ー
ス
に
、
商
品

先
物
取
引
業
界
と
し
て
、
電
子

的
取
引
受
託
シ
ス
テ
ム
と
市
場

取
引
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
・
安

全
性
確
保
に
早
急
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

証
券
の
デ
イ
ト
レ
ー
ド
や
短

期
的
資
金
運
用
な
ど「
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
よ
い
投
機
資
金
」は

商
品
先
物
取
引
に
お
け
る
信
頼

性
等
の
見
極
め
が
つ
け
ば
、
い

つ
商
品
取
引
に
参
加
し
て
き
て

も
不
思
議
で
は
な
い
か
ら
だ
。

商
品
先
物
ネ
ッ
ト
取
引
普
及

の
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
は

次
の
５
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。

か
に
し
て
お
く
と
と
も
に
、
業

界
の
口
座
数
拡
大
の
目
標
数
値

を
定
め
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性

を
高
め
る
。

④
取
引
所
シ
ス
テ
ム
の
安
定

的
処
理
能
力
の
確
保
と
不
断
の

検
証
＝
シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生

し
た
場
合
の
危
機
管
理
体
制
の

知
識
を
取
引
所
と
会
員
が
共
有

し
、
一
定
期
間
ご
と
に
相
互
検

証
す
る
。

⑤
市
場
取
引
監
視
シ
ス
テ

ム
＝
Ｉ
Ｔ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

体
制
の
整
備
と
拡
充
。

委
託
者
未
収
金
の
発
生
を
予

防
す
る
工
夫
と
し
て
は
、
①
電

子
取
引
顧
客
に
係
る
取
引
自
己

責
任
原
則
の
確
認
②
受
託
リ
ス

ク
対
応
措
置
③
委
託
者
の
信
用

情
報
登
録
制
度
の
導
入

―
を

提
言
し
て
い
る
。

電
子
取
引
の
普
及
を
前
提
と

す
る
市
場
振
興
策
と
し
て
は
、

①
市
場
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
多
様
化

②
売
買
注
文
執
行
等
の
公
平

性
・
迅
速
性
③
夜
間
取
引
実
現

に
向
け
て
の
検
討
課
題
④
取
引

所
に
よ
る
Ｉ
Ｓ
Ｖ
育
成

―
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

日
本
フ
ァ
ー
ス
ト
証
券

の
新
社
長
に
６
月
30
日

付
で
太
田
清
和
専
務
が

昇
格
し
た
。
中
野
義
信

社
長
は
会
長
に
就
任
。

太
田
　
清
和

（
お
お
た
　
き

よ
か
ず
）１
９

９
０
年
ア
イ
メ

ッ
ク
ス
入
社
。
２
０
０
２
年
日

本
フ
ァ
ー
ス
ト
証
券
入
社
、
取

締
役
。
03
年
専
務
。
埼
玉
県
出

身
、
62
歳
。
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私 の 意 見

親
族
の
す
す
め
」（
11
・
5
％
）、

「
友
人
・
知
人
の
す
す
め
」

（
10
・
6
％
）、「
新
聞
を
読
ん
で
」

（
9
・
2
％
）、「
低
金
利
に
嫌
気

が
さ
し
て
」（
8
・
1
％
）で
あ
っ

た
。
な
ん
と
、「
証
券
会
社
営
業

マ
ン
の
話
を
聞
い
て
」は
わ
ず

か
7
・
8
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

対
象
に
な
っ
た
投
資
家
は
一
般

の
投
資
家
よ
り
も
情
報
感
度
が

高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に

し
て
も
株
式
投
資
の
き
っ
か
け

が
、
投
資
家
自
身
が「
本
や
雑

誌
」あ
る
い
は「
新
聞
」
を
読
ん

で
勉
強
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と

は
注
目
す
べ
き
だ
と
思
う
。

す
で
に
、
株
式
投
資
に
お
い

て
は
営
業
職
員
が
勧
誘
す
る
時

代
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
実
際
、
営
業
職
員
に
よ

る
勧
誘
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い

ネ
ッ
ト
証
券
の
口
座
数
が
爆
発

的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
こ

う
し
た
傾
向
を
裏
付
け
て
い

る
。さ

ら
に
、
知
人
か
ら
悪
い
話

を
聞
け
ば
、
営
業
職
員
が
い
く

ら
勧
め
て
も
効
果
は
全
く
な
い

こ
と
も
う
か
が
え
る
。
一
部
の

不
心
得
業
者
の
行
動
が
業
界
全

体
に
与
え
る
影
響
は
深
刻
で
あ

り
、
適
切
な
規
制
・
監
督
は
業

界
全
体
の
た
め
な
の
で
あ
る
。

野
村
Ｉ
Ｒ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
投
資
情
報
の
主
な
入

手
源
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る

（
複
数
回
答
）。
最
も
多
い
の
が

「
新
聞
の
株
価
欄
」（
73
・
7
％
）

で
、
以
下
、「
新
聞
の
経
済
面
」

（
72
・
1
％
）、「
新
聞
の
株
式
・

マ
ネ
ー
面
記
事
」（
68
・
2
％
）、

「
四
季
報
・
会
社
情
報
」（
62
・

4
％
）
、「
投

資
情
報
誌
」

（
45
・
8
％
）

と
続
い
て
い

る
。
こ
の
よ

う
に
客
観
性

の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報

が
中
心
で
あ
り
、「
証
券
会
社

社
員
・
外
務
員
」は
22
・
4
％
に

す
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
一
般
の
投
資
家
は

無
知
で
金
融
に
関
心
が
な
い
と

い
う
前
提
は
正
し
く
な
く
な
っ

て
い
る
。
き
ち
ん
と
し
た
媒
体

を
使
っ
て
商
品
先
物
取
引
に
対

す
る
知
識
を
提
供
す
る
こ
と

が
、
一
見
迂
遠
な
よ
う
だ
が
、

業
界
が
長
期
に
繁
栄
す
る
唯
一

の
道
な
の
で
あ
る
。

名古屋大学大学院
経済研究科教授

家森　信善

商
品
投
資
に
は
代
替
投
資
と

し
て
の
優
れ
た
特
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
際
的
に
見
て
商
品

先
物
取
引
は
着
実
に
成
長
し
て

い
る
。
残
念
な
が
ら
、
わ
が
国

の
業
界
は
高
い
潜
在
性
を
生
か

し
切
れ
ず
、
2
0

0
5
年
の
改
正

商
品
取
引
所
法

に
よ
る
規
制
強

化
で
、
出
来
高
が

急
減
し
て
い
る
。

し
か
も
、
今
年
６
月
に
成
立

し
た
金
融
商
品
取
引
法
の
国
会

審
議
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

商
品
先
物
業
界
に
対
す
る
規
制

が
強
化
さ
れ
る
可
能
性
こ
そ
あ

れ
、
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
延

長
線
上
で
モ
ノ
を
考
え
て
い
る

限
り
、
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
。

比
喩
的
に
言
え
ば
、
顧
客
を

捜
し
ま
わ
る
狩
猟
民
族
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
、
顧
客
基

盤
を
育
て
る
農
耕
民
族
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
転
換
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。

そ
の
点
で
参
考
に
な
る
の

が
、
証
券
業
界
で
の
動
向
で
あ

る
。
関
連
す
る
興
味
深
い
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
、
野
村
イ
ン
ベ

ス
タ
ー
ズ
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社

（
野
村
Ｉ
Ｒ
）か
ら
発
表
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
2
0
0
5
年
１

〜
２
月
に
実
施
さ
れ
た
調
査
で

あ
る
が
、
1
万
3
2
0
人
の
投

資
家
に「
株
式
投
資
を
始
め
た

き
っ
か
け
」を
尋
ね
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
最
も
多
か
っ

た
の
は
、「
本
・
雑
誌
を
読
ん
で
」

で
、
17
・
5
％
で
あ
っ
た
。
第
２

位
が
、「
会
社
の
持
ち
株
会
」

（
13
・
8
％
）、
以
下
、「
家
族
・ 底

辺
を
広
げ
る
努
力
を

高
い
潜
在
性
を
生
か
す

日
本
フ
ァ
ー
ス
ト
証
券
は

太
田
氏

て
、
先
物
協
会
を
通
じ
て
積
極

的
に
提
言
し
、
実
現
を
働
き
か

け
て
い
く
こ
と

等
を
確
認
し
た
。

委
員
か
ら
は
、

●
取
引
員
自
身
の
問
題
と
し

て
業
界
振
興
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
●
一
つ
で
も
多
く
の
取
引
所
に

残
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
各
取
引

員
は
自
社
の
生
き
残
り
で
精
一

杯
だ●

取
引
員
と
し
て
定
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
り
、
地

道
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大

事

―
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

川
さ
ん
と
し
て
は
、
相
場
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
ゴ
ム
に
一
方

な
ら
ぬ
愛
着
を
持
た
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
。

間
瀬

昭
和
48
〜
49
年
の
こ

ろ
、
組
合
か
ら
保
養
施
設
設
置

の
要
望
が
出
さ
れ
、
懸
案
事
項

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
理
事
長
を
退
任
さ
れ
た
石

川
さ
ん
か
ら
、「
退
職
慰
労
金

を
返
上
す
る
。
保
養
所
を
買
っ

た
ら
ど
う
か
」と
の
あ
り
が
た

い
申
し
出
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
箱
根
ホ
テ
ル
小
涌
園
内

の
ヴ
ィ
ラ
の
１
室
を
購
入
し
て

「
石
川
記
念
箱
根
マ
ウ
ン
ト
ヴ
ィ

ラ
」と
名
付
け
て
、
保
養

所
に
し
ま
し
た
。
い
ま
も
、

東
京
工
業
品
取
引
所
の
保

養
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
鈴
木
さ
ん
は
。

間
瀬

学
究
肌
の
人

で
、
休
日
は
終
日
、
書
斎

に
こ
も
り
き
り
の
こ
と
が

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
戦

後
刊
行
さ
れ
た
初
め
て
の

商
品
取
引
所
論
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
昭
和

39
年
に『
世
界
の
商
品
取

引
所
』を
上
梓
、
さ
ら
に『
商
品

取
引
所
通
論
』、『
商
品
取
引
の

知
識
』と
、
次
々
、
刊
行
し
た

ほ
か
、
ゴ
ム
関
係
紙
誌
に
天
然

ゴ
ム
に
関
す
る
論
評
を
寄
稿
し

た
こ
と
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
47
年

か
ら
６
年
間
、
成
蹊
大
学
の
講

師
と
し
て
、
商
品

取
引
所
論
の
講
義

を
担
当
し
ま
し
た
。

「
鈴
木
さ
ん
は
プ
ロ

フ
ェ
ッ
サ
ー
の
方
が

お
似
合
い
で
は
」

と
の
声
を
耳
に
し

た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
よ
。（
お
わ
り
）

―
ゴ
ム
取
で
理
事
長
に
な

ら
れ
た
方
は
少
な
か
っ
た
。

間
瀬

東
京
ゴ
ム
取
引
所
は

昭
和
59
年
に
東
京
繊
維
商
品
取

引
所
、東
京
金
取
引
所
と
統
合
、

東
京
工
業
品
取
引
所
に
な
る
ま

で
、
32
年
間
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
間
、
理
事
長
は
２

人
し
か
い
ま
せ
ん
。
１
人
は
初

代
理
事
長
の
石
川
昇
一
氏
で
20

年
強
、
そ
の
後
は
専
務
理
事
か

ら
昇
格
し
た
鈴
木
正
武
氏
で
11

年
強
務
め
ま
し
た
。
理
事
長
が

２
人
し
か
い
な
か
っ
た
取
引
所

は
東
京
ゴ
ム
取
引
所
だ
け
で
し

ょ
う
。―

石
川
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
人
で
し
た
か
。

間
瀬

一
言
で
い
え
ば

大
人
で
し
た
。
取
引
所
に

出
て
く
る
の
は
月
に
２
、

３
回
く
ら
い
で
後
は
鈴
木

専
務
理
事
に
任
せ
き
り

で
、
鈴
木
さ
ん
に
全
幅
の

信
頼
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
鈴
木
さ
ん
は
い
つ

も
石
川
さ
ん
に
相
談
し
て

お
り
、
よ
く
、
石
川
さ
ん

が
社
長
を
務
め
る
加
商

に
出
か
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
よ
い
関
係
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。―

石
川
さ
ん
は
相
場
が
好

き
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

間
瀬

加
商
の
社
長
室
で
面

談
し
て
い
た
時
、「
立
会
が
始
ま

る
か
ら
一
寸
失
礼
」と
席
を
立

ち
、
ゴ
ム
部
の
フ
ロ
ア
に
向
か

わ
れ
、
場
況
を
聞

き
な
が
ら
、
自
ら

売
買
の
指
示
を

さ
れ
て
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

加
商
創
業
以
来
、

一
貫
し
て
ゴ
ム
を

商
売
の
柱
に
し

て
こ
ら
れ
た
石
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経
費
負
担
増
に
慎
重
対
応 

総
務
委
　
市
場
横
断
的
な
事
項
に
つ
い
て 

先
物
協
会
は
７
月
24
日
、
総

務
委
員
会
を
開
き
、
今
年
度
の

事
業
実
施
状
況
及
び
会
費
の
収

入
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

ま
た
、
取
引
員
の
３
月
決
算

の
状
況
と
取
引
所
・
関
係
団
体

費
用
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

業
界
団
体
経
費
を
含
め
た
コ
ス

ト
負
担
を
ど
う
や
っ
て
抑
え
る

か
が
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
の
認
識
か
ら
、
取
引
員
と

し
て
、

▽
取
引
シ
ス
テ
ム
等
、
各
取
引

所
が
共
同
利
用
で
き
る
事
項
に

つ
い
て
は
、
取
引
所
が
共
通
会
員

の
意
見
を
聴
き
、
協
力
・
共
同

利
用
に
最
善
を
尽
く
す
よ
う
働

き
か
け
る
こ
と

▽
取
引
所
の
事
業
計
画
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
対
し
て
は
取
引
員

経
営
の
問
題
と
し
て
不
明
な
点

を
質
し
、
意
見
・
賛
否
を
表
明

す
る
こ
と
に
努
め
て
い
く
こ
と

▽
市
場
の
利
便
性
向
上
や
取

引
員
の
経
営
環
境
の
改
善
に
係

る
市
場
横
断
的
な
事
項
に
つ
い

営
業
実
態
変
化
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

先
物
協
会
・
今
年
度
の
広
報
事
業

先
物
協
会
は
７
月
27
日
、
広

報
委
員
会
を
開
き
、
昨
年
５
月

の
改
正
商
品
取
引
所
法
施
行
後

の
会
員
の
経
営
環
境
、
個
人
情

報
保
護
法
の
浸
透
、
投
資
者
保

護
を
背
景
と
し
た
金
融
商
品
に

係
る
横
断
的
な
勧
誘
・
販
売
規

制
の
強
化（
金
融
商
品
取
引
法
）

な
ど
、
商
品
先
物
取
引
を
取
り

巻
く
厳
し
い
営
業
環
境
の
中

で
、
そ
の
改
善
に
寄
与
す
る
広

報
・
啓
蒙
戦
略
は
ど
う
あ
る
べ

き
か

―
今
年
度
の
広
報
事
業

に
つ
い
て
議
論
し
た
。

検
討
し
た
主
要
な
戦
略
は
次

の
通
り
。

［1］
商
品
先
物
業
界
の
取
組
姿

勢
に
つ
い
て
の
広
報（
営
業
実

態
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
前
提
と

し
た
対
外
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発

信
）①
商
品
取
引
所
法
に
お
け

る
行
為
規
制（
適
合
性
原
則
、

説
明
義
務
、再
勧
誘
の
禁
止
等
）

の
遵
守
に
つ
い
て
の
実
行
と
表

明
②
来
年
７
月
施
行
予
定
の
商

取
法
改
正
規
制
に
つ
い
て
の
会

員
各
社
に
よ
る
先
行
的
取
組
。

［2］
取
引
知
識
の
普
及（
取
引

の
自
己
責
任
原
則
の
定
着
）。

①
商
品
先
物
取
引
の
意
義
、
取

引
の
し
く
み
と
特
徴（
リ
ス
ク

性
・
レ
バ
レ
ッ
ジ
性
）、
取
引
を

始
め
る
際
の
手
順
等
の
啓
蒙
②

取
引
所
に
よ
る
商
品
先
物
市
場

の
利
用
方
法
に
係
る
啓
蒙（
セ

ミ
ナ
ー
等
）。

［3］
商
品
先
物
取
引
の
認
知
向

上
。
商
品
先
物
取
引
の
特
性
を

踏
ま
え
、
な
じ
み
や
す
い
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
よ
る
宣
伝（
株
式
や

投
資
信
託
等
と
比
較
し
て
認
知

度
が
低
い
ゆ
え
に
、
勧
誘
時
に

的
確
な
商
品
説
明
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
）。

［4］
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
啓
蒙
。

新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
広
告

掲
載
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

の
働
き
か
け
。

［5］
業
界
内
広
報
に
係
る
取

組
。
会
員
間
の
情
報
の
共
有
化

の
た
め
の
会
員
代
表
者
と
の
懇

談
会
の
開
催
・
各
社
の
社
内
教

育
へ
の
取
引
所
・
団
体
の
協
力
。

見られなくなった
東京ゴムの手振り立会

電子取引普及部会
て
い
る
面
も
あ
り
、
ザ
ラ
バ
取

引
、
板
寄
せ
取
引
別
に
取
引
事

故
発
生
の
可
能
性
を
検
討
す

る
。③

各
社
シ
ス
テ
ム
の
安
定
的

処
理
能
力
の
確
保
＝
第
三
者
の

監
査
等
に
よ
り
信
頼
性
を
明
ら

報告書

自
己
責
任
原
則
の
定
着
目
指
す


